
     

令和７年消防出初式で表彰された方々を紹介します                 
 

建 国 記 念 の 日 ふ れ あ い 大 会 が 開 催 さ れ ま す                 

防 災 の 出 前 講 座 が 開 催 さ れ ま す 
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大島市民センター TEL：０８３４-８４-０３１０ FAX：０８３４-８４-０１７４ 

粭島市民センター TEL：０８３４-８４-０３１２ FAX：０８３４-８４-0312  

※ この市民センターだよりの全部または一部を、無断で複製・転載・改変・配布

することはしないでください。 
 

バックナンバーはWebで！ 

鼓南地区コミュニティ 検索 

または右のコードからどうぞ。 

 

 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雨天時はウォーキングのみ

中止し、各市民センターで 

お楽しみイベントをします。 

題字：書道家 石村 周寳さん 

地 域 情 報 誌 

第 １ ９ ０ 号 
令和７年２月１日発行 

１月５日（日）、ゼオンアリーナ周南で出初式が開催され、式典後には救助訓練の実演や分列行進等が

行われました。式典では、これまでの活動の功績により、鼓南地区（第４方面隊中央第１３分団）から次の

方々が表彰されました。 

【山口県消防協会長表彰】  【市長表彰】 

表 彰 所属・階級 氏 名  表 彰 所属・階級 氏 名 

優良職団員 第２支部班長 温品 徹  ３５年勤続 第１支部部長 東 省吾 

    模範消防団員 第１支部団員 東 拓美 

※表彰名簿掲載順・敬称略  精勤消防団員 第２支部団員 藤原 汐太 

 

活動については 

“周南市 消防団”

とWebで検索！ 

鼓南地区にお住まいの方をはじめ、通勤や通学などで

鼓南に関わる皆さんの親睦のイベントです。 

詳細は、別に配付されるチラシをご覧ください（右の 

２次元コードからも、webでチラシを見られます）。 

日時： ２月１１日（火・祝） ９：0０～１１：３０  

集合： 大島市民センター 又は 粭島市民センター 

内容： ウォーキング（鼓南中学校まで）・お楽しみイベント 

自然災害に備えるため、鼓南地区コミュニティ推進協議会自主防災部会が、次のとおり、出前講座を 

開催されます。ご都合のよい時間、場所で、ご参加ください。お申込みをお待ちしています。 

【大島会場】 募集人員：各５０人程度／講師：市防災危機管理課（両日）、市防災アドバイザー（2/28） 

   ２月２６日（水） 午後６時３０分から（１時間３０分程度） 会場：大島市民センター １階講堂 

   ２月２８日（金） 午後２時００分から（１時間３０分程度） 会場：大島市民センター １階講堂 

     ※各日の講座は、別の内容となる予定です。 

【粭島会場】 募集人員：3０人程度／講師：市防災危機管理課  

   ２月１９日（水） 午後２時００分から（１時間３０分程度） 会場：粭島市民センター １階講座室 

     ※参加者が多い場合は、５０人程度の募集として、２階集会室に場所を変更いたします。 

【申し込み先】大島市民センター 電話：84-0310  ※定員に達し次第、受付を終了します。 



     
２次元コードをスマホで読み取る

と関連ページをご覧になれます。 特集 ＃７１１９ 「救急医療電話相談」について   

 

 

 

 

 

 

２月  鼓 南 地 区 行 事 予 定           

鼓南地区の人口 男性：368人 女性：449人 合計：817人 令和６（２０２４）年１２月末現在】 

※天候不順その他の事情により、 
中止や変更となる場合があります。 

 
２/ ２ （日） 地域食堂「和み」（大島自治会館）  

2/10 （月） 粭島いきいきサロン 

2/11 （火・祝） 鼓南地区 建国記念の日ふれあい大会 

２/1５ （土） やまびこ号巡回 （粭島漁港→鼓南小→大島自治会館） 

２/１６ （日） 大島認知症予防カフェ / クリーン鼓南 

2/17 （月） 粭島認知症予防カフェ 

２/１9 （水） 大島きらきらサロン / 粭島防災出前講座 

2/26 （水） 大島防災出前講座 

2/28 （金） 大島防災出前講座 

 

急な病気やけがで、救急車を呼ぶか、すぐに病院へ行くかなどを迷う時に、電話で相談できる仕組み

が「救急医療電話相談」です。今回、配布するマグネットステッカーを、見える所に貼っておきましょう。 

＃７１１９「救急医療電話相談」は、このような制度です 

＃７１１９の使い方 

1. ＃７１１９をプッシュまたはダイヤルします。 

2. オペレーターまたは自動音声で応答があります。 

緊急性などの相談ができるのは「救急電話相談」です。 

3. 相談員に症状を説明し、アドバイスを受けます。 

※  
１５歳未満は ＃８０００ 「こどもの救急医療電話相談」 
利用できないときは 083-921-2755/毎日午後７時～翌朝８時 

すでに治療中の病気の治療方針や医薬品の使用方法、介護、健康、

育児、精神科などに関する相談はできません。 

緊急性や応急手当の方法、受診手段など、相談者の判断の参考とするためのアドバイスを、看護師 

などから電話で受けることができます（診療・医療行為ではありません）。 

 救急車を呼んだほうがいい？ 

 すぐに病院へ行った 

ほうがいい？ 

 応急手当の方法は？ 

 病気やけがの症状を把握 

 緊急性、応急手当、

受診手段、適切な 

医療機関等の助言 

緊急のときは 119番！ 

あてはまるものがあるときは、すぐに救急車を呼びましょう。 

□ 呼吸をしていない。息がない。 

□ 脈がない。心臓が止まっている。 

□ 水没している。沈んでいる。 

□ 呼びかけても、反応がない。 

□ いつもどおりしゃべれない。 

声が出せない 

□ 顔色、唇、耳の色が悪い。 

冷や汗をかいている。 

消防庁「救急受診ガイド（2014年版）」より 

 

注
意 

ＩＰ電話やひかり電話など、＃７１１９が利用 

できないときは、083-921-7119へ。 

#7119 

適切な 
医療機関の案内 

迅速な 
救急車の出動 

その他にも、緊急と感じたら、ためらわず119番！ 

毎日２４時間対応。かかりつけ医に相談でき

ない休日・夜間も、利用できます。 

相談は無料（通信料の一部は相談者負担）。 

#7119・救急医療電話相談

について（山口県） 

消防庁 

 

 

 

 

救急車利用 

リーフレット 

山口県救急安心センター 判断に迷っている人 

防災出前講座の詳細は

表面をご覧ください 


